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LSTM:長短期記憶メモリ
FFNN:フィードフォワードニューラルネットワーク
sigmoid: シグモイド関数

AI

本展示で紹介するAI（深層学習モデ
ル）は、ある問題に対する解の候補
（仮説）が二つ与えられたときに、
より良いと推定される方を選択しま
す。本AIを複数の音声認識仮説から
最終的な認識結果を選択する問題に
応用することで、認識精度を大きく
向上させることができます。

本AIは最新の深層学習技術に基づき
モデル化されています。二択問題を
解くことに特化することで、高精度
化・コンパクト化を実現しています。
現在最も広く用いられている仮説選
択モデルと比較して、1/10以下のパ
ラメータ数で、より高精度に仮説の
選択を行うことができます。

本AIは音声認識に限らず機械翻訳
や文書要約など、複数の仮説が出
力されるタスクに幅広く応用可能
です。また我々の普段の生活にお
いても二択問題は頻繁に生じます。
将来的には本AIが我々の重要な決
定においてより良い選択ができる
手助けになると期待できます。
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Solving two-choice questions makes AI clever
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二択問題にして解くことでAIは賢くなる

～深層学習による仮説比較と音声認識結果選択への応用～

仮説A

仮説B
仮説B

仮説1: いい/電気/です

仮説2: いい/電気/出す

仮説3: 二位/天気/です

仮説N: 多い/天気/出す

複数音声認識仮説からの認識結果選択

仮説18: いい/天気/です

勝ち抜いた仮説

＝最も精度が高いと推定される仮説

＝最終的な音声認識結果

二択問題を解くAI
より良いと推定
される方を選択いい天気です

二つの仮説の比較を繰り返し行うことで複数仮説の中から最も精度が高いと推定される仮説を選択可能

最新の深層学習技術に基づくモデル化
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P(仮説A|XA, XB)
仮説Bの
特徴量ベクトルXB

仮説Aの隠れ状態ベクトル

仮説Bの隠れ状態ベクトル

P(仮説A|XA, XB) ≧ 0.5 なら仮説Aを選択

P(仮説A|XA, XB) ＜ 0.5 なら仮説Bを選択
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音声認識

音声認識仮説
の比較に適用

認識結果単語や
認識スコアなど


